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大限の成果を得ると

いう基本的なニーズ

を満たす、高い成長

率を見込める分野に

焦点を絞ってきたか

ら。それは、共通ア

ーキテクチャの特長

である管理の容易性

を活かしたWindows

やLinux環境でのデ

ータ統合、さらにはディザスタリカ

バリー、リモート・オフィスのコス

ト削減の４つに加え、キャッシング

分野とパートナーシップ戦略にあり

ます」と語った。

また、日本市場に関して、「日本

での成長率は 50%を超え、ネット

アップ社にとって最も高い成長を遂

げています。成長の理由の１つに当

社のパートナーシップがあげられま

す。マイクロソフト、オラクル、

SAPとの提携がすべて成功し、お

客様にとってネットアップ製品は買

いやすい製品になりました。さらに

重要なことは、日本における当社の

パートナー企業が当社に対して素晴

らしい投資成果をあげ、市場にソリ

ューションをもたらしたことにあり

ます。1年前、ネットアップ社はサ

ポート対応の人材への投資を 33%

増加し、お客様のアプリケーション

の利用を促進するSEとパートナー

を支援する営業の両方を強化しまし

た」と述べて、日本市場への期待の

大きさを強調した。

去る５月 26日、日本ネットワー

ク・アプライアンス㈱(以下、ネッ

トアップ社)主催の７周年記念イベ

ント「NetApp Focus 2005」が、六

本木アカデミーヒルズ 40にて開催

された。

同社国内初のユーザーカンファレ

ンス開催に先立ち、鈴木康正社長は、

「1998年の創業から７周年を迎え、お

陰をもちまして社員数も100名を越

える規模にまで拡大、国内設置台数

も6,000台を越えるまでになりまし

た。」と挨拶。続いて、決算の都合で

来日できなかった米ネットアップ社

のトーマス・メンドーザ社長が、ビ

デオを通じて講演を行い、ネットア

ップ社の成功の理由について語ると

ともに、今後の日本市場での更なる

成長への期待について述べた。

メンドーザ社長は、「設立13年間

で世界で４番目に大きなストレー

ジ・ベンダーに成長しました」と誇

り、その理由を「最小限の投資で最
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去る5月26日、今年7周年を迎える日本ネットワーク・アプライアンス主催のユーザーカンファレンス「NetApp
Focus2005」が開催された。基調講演とブレイクアウトセッション（同社ストレージの活用事例、パートナー各社のス
トレージソリューション、NetApp社の技術動向）の二部構成からなる7周年記念イベントのうち、基調講演の内容を
中心にレポートするとともに、イベント会場で発表された新製品「FAS3000シリーズ」について紹介する。

統合ストレージソリューションを

提供する代表的なベンダーとして、

1982年の創立以来、“シンプル”な

データ管理を実現するテクノロジー

や製品の開発と、パートナーの開発

を行ってきたネットアップ社。2005

年会計年度は、対前年度比 37％増

の 16億ドルを達成した（スライド

１-１）。「シンプリシティ、イノベ

ーション、成長」をテーマに基調講

演を行ったアジアパシフィック担当

副社長のトム・チン氏は、「好調な
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成長を続ける日本市場において、今

後も積極的に投資を行っていく」と

アピールした。

ネットアップ社は、1992年の創業

以来急激な成長を続け、1995年の上

場から５年間は毎年100%の伸び率を

達成。2002年度には、ネットバブル

がはじけ、IT企業が軒並み大幅に低

迷する中、20％の落ち込みで済んだ

とはいうもののマイナス成長を味わ

った。しかし、翌年は9億4,600万ド

ルの売上を達成している。

昨年、ストレージ市場全体の成長

率は６％に留まっているものの、同

社は35％以上の成長を達成。2007

年会計年度には 30億ドル企業を目

指すビジョンを掲げているが、この

ままの成長率で推移するともっと早

い時期に達成できる見込みという。

トム・チン氏は、「ネットアップ社

は、米州、ヨーロッパ・アフリカ大

陸、そして日本を含むアジアパシフ

ィック地域を中心にビジネスを展開。

中でもアジアパシフィック地域では

50％を超える成長率を達成しました。

これはワールドワイドでの平均成長率

36％を大きく上回っています。いずれ

の地域も、AOP（年間事業計画）を

上回る実績を実現しています。私自身、

非常に活気のある市場であるアジアパ

シフィック地域を担当していることを

誇りに感じています」（スライド1-2）

と語る。

アジアパシフィック地域に対する

2006年会計年度の目標は、これま

での実績と同様、50％を越える成

長を目指すが、「これはもはや期待

値ではなく、当たり前の値である」

（トム・チン氏）という。

ネットアップ社では、最近「ワン

チーム精神」という営業スローガン

を打ちだした。これは、パートナー

各社やSIerと一丸となって顧客を

サポートしていく意味合いを込めた

ものである。同社製品群の最大の特

長は、“シンプリシティ”と“イノ

ベーション”にある。「イノベーシ

ョンは、何も自分たちで生み出すだ

けのものではない。お客様からも来

るものだと考えている。今年度の重

点施策は、お客様やリセラー各社の

話によく耳を傾けて、ワンチームの

精神を展開していくことです」（ト

ム・チン氏）と話す。

トム・チン氏は、好調な日本市場

への投資を倍増し、日本法人のリセ

ラーやお客様に対するセールスサポ

ート・インフラを強化するととも

に、マーケティングにも力を入れて

いく方針を示した日本法人を支援し

ていくことをアピールした。

そして最後に、「今年度も50％を

また上回る成長率を期待していま

す。弊社のビジョン・製品、そして

日本国内のサポートチーム、またこ

の７年間の実績に基づく日本市場に

対する期待を基盤として、ワンチー

ムの精神を展開していきたいと思っ

ています。“ラッキー 7”の７年目

は終わりましたが、これからはさら

に末広がりの８、アジアでは８は大

変縁起の良い数字とされていますの

で、今年もさらなる成長に向け取り

組んでいきたい」と述べ、基調講演

を締めくくった。
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日本を含むアジアパシフィック地域で、
対前年比53％の成長率を実現

スライド1-1 売上推移 スライド1-2 2005会計年度の成長率
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要件を長期で安定的に満た

すためには、SIerとしての

ベンダー連携が不可欠」と

語る。

実際、NTTデータでは、

ミッションクリティカル

な業務システムに求められ

る要件を、コストメリット

を活かしつつ迅速かつセキ

ュアに実現するため、オー

プン系ベンダーとの協力体

制を敷いている（スライド

２-１）。しかも、市場におい

てメジャーであること、実

績（自社実績含む）及び価

格競争力、先進的な技術・

製品であることを評価した

うえで、自社で詳細な検証

を行ってからプロダクトの

ポートフォリオに加えると

いった基本方針を持つ（ス

ライド２-２）。

システム基盤を構成するコンポー

ネントの中でも、「顧客のデータを

格納するデータベース（DB）とス

トレージの2つが最も大切と考えて

いる」と述べ、「2002年当時は、

NFSの上でDBを動かすなんてとん

でもないと思っている人たちが沢山

おり、私自身もそう思っていました。

しかし、2002年９月に米ネットア

ップ社のユーザー企業の訪問調査を

開始し、ミッションクリティカル分

野での2年以上の実績と、運用段階

のコストが非常に低く容易であるこ

と、アプリケーションの開発・維持

管理に効果があること、Oracleと

連携したサポート体制をユーザーが

評価していたことから、NTTデー

タでのポートフォリオへの組み入れ

計画をスタートさせました」（山田

「NetApp Focus 2005」において、

㈱NTTデータ　基盤システム事業本

部長の山田伸一氏が、大規模ミッシ

ョンクリティカルな業務システムへ

のNAS製品の適用について基調講演

を行った。NTTデータは2002年から

ネットアップ社のNAS製品の検証を

開始。ソリューションとして取り込

むとともに、昨年７月には日本ネッ

トアップ社へ出資を行うまでになっ

ている。

山田伸一氏は、オープン技術は、

ハードウェアを中心にメインフレー

ムの技術に追いつきつつあり、時流

はネットワーク、サーバ、ストレー

ジ、OS、ミドルウェアといったシ

ステム基盤のオープン化に移行して

いるとしたうえで、「信頼性／可用

性、性能保証、開発効率性、運用

性／保守性といったシステム基盤の
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ネッアップ社製品について、
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詳細に検証



伸一氏）と語る。

2002年10月から検証を開始して、

2003年５月にはネットアップ社と

共同で検証センターを開設、2003

年 11月には次期社内情報システム

に導入、2004年７月には日

本ネットアップ社に出資し、

以降いくつかの大規模な基

幹系システムに適用する検

証や、多数のSI案件向けに

検証等を実施している。

「日本の市場では、品質に

対するお客様の要求が高い

ことから、慎重な検証を行

いました。基幹システムで

使用するストレージは、サ

ーバベンダーが組み合わせ

て持ってくることが多いが、

ネットアップ社の場合はそ

うではなく、我々がリーダ

ーシップをとってミッショ

ンクリティカルな基幹系シ

ステムでの組み合わせを検

証する必要がありました。」

（山田伸一氏）

検証は、信頼性／可用性、

性能保証、運用性・保守性、

開発効率などいろいろな観

点から実施。少し厳しいか

なと思うくらいの要件のプ

ロジェクトに適用するとい

うことで、細部にわたり検

証を行ったという。

2002年に検証を始めた当

初はNTTデータにもネット

アップ社の製品を使ってシ

ステムを構築するというノ

ウハウが蓄積されていなか

ったこともあってか、11件の要件

項目のうち、満足できるレベルのも

のは２つしかなかったものの、現在

ではお互いにノウハウも蓄積され、

ほぼすべての点で満足できるレベル

に達しており、「安心して使えるよ

うになってきました」という。

システム基盤として見たネットア

ップ社製品の魅力について、

・全製品で1つのOSという統一さ

れたアーキテクチャ

・マルチプロトコル対応

・Snapshot、FlexCloneを利用した

高い開発効率性による運用性・保

守性の向上

をあげ（スライド２-３）、「今後さ

らなる検証により、ミッションクリ

ティカル業務への適用に期待をかけ

たい。また O N T A P 7 . 0 では、

FlexCloneによる任意のDBイメー

ジを切り替えて試験することが可能

で、Oracle+NetApp FlexCloneに

よる試験効率化に取り組んでいきた

い」（スライド２-４）と話した。

さらに、新製品のミッドレンジス

トレージ「FAS 3000シリーズ」に

ついても、「FC／SATAの両方に対

応できるため、案件に応じて使い分

けられる。ソリューション化にあた

って、性能・可用性検証を行って、

それぞれ最適な提案領域を見つけて

いきたい」と述べた。

最後に、情報ライフサイクル管理

（ILM）を、Oracle DBとNetApp

NASストレージの組み合わせによ

り実現するDB on NASソリューシ

ョン「d’solna（ディーソルナ）」を

はじめとするNTTデータの基盤シ

ステムソリューションについて紹介

し、基調講演を終えた。
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スライド2-3 ネットアップ社製品の魅力

スライド2-4 今後の取り組み－FlexCloneの利用－

スライド2-5 NTTデータのシステム基盤ソリューション

今後の取り組み



アンド・パートナー担当副

社長のパトリック・ロジャ

ーズ氏は、「EMCやHPなど

競合モジュラー式ストレー

ジ競合製品と比べ、２倍の

価格性能比を実現した」と

アピールした。

FAS 3000シリーズは、最

大168スピンドル・50TBま

で容量を拡張可能な「FAS

3020」と、最大336スピンド

ル・84TBまで拡張すること

ができる「FAS3050」の２

つのモデルを用意。シェル

フごとに F C ディスク、

SATA（シリアルATA）ディ

スクを選択して混在利用で

き、性能を重視するならFC、

コストパフォーマンスを重

視するならSATA、と柔軟に

選択できるようにしている。

ネットアップ社ではFASシリーズ

をプライマリストレージとして、ま

たNearStoreシリーズをニアライン

ストレージとして位置付けている

が、FASシリーズでSATAディス

クをサポートすることにより、スト

レージ選定時の選択肢がより広がっ

たとしている。同社では、 SATA

ディスクはFCディクスに比べ安価

であるが信頼性に劣るという欠点

を、独自技術の「RAID-DP」（2重

パリティRAID）によって信頼性を

ハイエンドクラスまで高め、プライ

マリでの使用を可能にした。

「RAID-DPは、RAID-1より優れ

たデータ保護性を持ち、RAID-5よ

り４桁上（10,000倍）の性能を持つ。

プライマリストレージにSATAを利

用する製品は他社にない。」（パトリ

ック・ロジャーズ氏）

一方、「V 3000シリーズ」は、

NAS/SANヘッドの役割を果たす製

品で、「V3020」と「V3050」の2モ

デルを用意している。V3000シリー

ズは、他ベンダーのストレージアレ

イに対応しており、既存のストレー

日本ネットワーク・アプライアン

スは５月 26日、「NetApp Focus

2005」の開催会場で、ミッドレンジ

の統合ストレージ製品「FAS3000

シリーズ」と、仮想化ゲートウェイ

「V3000シリーズ」を発表した。

FAS3000シリーズは、NAS/FC-

SAN/IP-SANのいずれにも対応可

能な統合ストレージ製品で、

FAS200シリーズとFAS900シリー

ズの中間に位置するミッドレンジ製

品。同社では、データセンターのス

トレージに求められている要件の

70%以上が、モジュラー式のミッド

レンジ・ストレージで処理できるこ

とと、ストレージ全体の需要は年率

45％で成長しているのに対しミッ

ドレンジ・ストレージは50～55％

の割合で伸びていることから新製品

を市場投入したとしている。

米ネットアップ社のプロダクト・
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FC／SATAの両方に対応
競合製品の2倍の価格性能比を実現



ジ資産の活用や、ヘテロジニアス環

境でネットアップ社が提供する管理

ソフトの使用などを可能にする。

ネットアップのストレージは、ハ

イエンドからローエンドまで専用OS

の「Data ONTAP」を搭載しており、

単一アーキテクチャで N F S ／

CIFS／FCP／iSCSIのマルチプロト

コルに対応できるのが特長であるが、

FS3000シリーズ、V3000シリーズは、

特に価格性能比を大幅に向上してい

るのが最大の特長である。以下に今

回発表の新製品の概要を示す。

＜FAS3000シリーズ＞

①統合I/O搭載モジュラーシステム

・8×2Gb FC及び8×GbE搭載

・大半の構成ニーズに対応

・6ラックのユニットに収納

②優れた拡張性

・最大84TBのストレージ容量

・最大336スピンドルのFC、SATA

・PCI-xスロット 6個

・最大20のFCポート数

・最大28のGbEポート数

③エンタープライズ・クラスの管理

機能

・リモートLAN管理（RLM）によ

る機能強化

＜V3000シリーズ＞

①価格性能比の向上

・最大2倍のパフォーマンス

・大半の構成に対応する統合I/O

②FAS3000シリーズと同様の優れ

た拡張性

③FAS3000シリーズと同じエンタ

ープライズ・クラスの管

理機能

なお、製品に搭載される

Data ONTAP 7Gで は 、

FlexVol（フレキシブルボリュ

ーム）、FlexCloneといった新

機能が盛り込まれている。ス

トレージ仮想化技術による

FlexVolを利用すると、アプ

リケーションごとにボリュー

ムを管理する必要がないた

め、ストレージ容量を有効に

利用できるようになる。ロジ

ャーズ氏は、「一般的なスト

レージは30～40％程度しか利

用されていないが、この機能

を利用している企業の中に

は、70～80％の稼働率を達成

した企業もある。この機能を有効に

用いることで、コストをかなり節約

できる」と述べている。

また、FlexCloneは、write可能な

フレキシブルボリュームイメージを、

瞬時にしかもフルコピーのオーバー

ヘッドなしに複製（差分データだけ

を格納）する機能である。クローン

として複製されたフレキシブルボリ

ュームは、透過的な仮想コピーとし

て、バグの修正、バージョンアップ

やアプリケーションの事前テスト、

大型データセットに対するシミュレ

ーション、効率的なシステムのディ

プロイなどに効果的に利用できる。

以上、FAS3000シリーズを中心に

新製品を紹介した。新製品の日本市

場での展開について、日本ネットア

ップ社の鈴木康正社長は、「SATA デ

ィスクのサポートでILMを１つのコ

ントローラヘッドのもとで構成でき

ると同時に、Data ONTAP 7Gの機

能と組み合わせることでボリューム

を分けてディスクのスピンドル効率

をアクセスに反映させることが可能

になった。FAS3000のような統合型

で最大容量の大きな製品を提供する

ことなどによりユーザーのTCO削減

に寄与できる」としたうえで、「当社

は現在、ミッドレンジからハイエン

ドのNAS市場で6割強くらいのシェ

アを持っているとされているが、新

製品の投入で、今年度は85％くらい

までいくのではないか」と、期待感

を述べた。
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お問い合せ先

日本ネットワーク・アプライアンス㈱

マーケティング本部

E-mail：info@netapp.co.jp

URL：http://www-jp.netapp.com/

FS3000シリーズ/V3000
シリーズの概要
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